
（４） 実施の効果とその評価 

■SDGｓの講演を行うことで生徒たちが SDG

ｓについて学ぶ機会となった。また、海洋

都市や海中都市の話を聞くことで、先端

科学に対する学びを各自の研究の参考と

できた。 

  ■陶石やヒノキの灰汁等、大学での実習成

果を、各自の研究に活かすことができた。 

■外部のポスター発表や口頭発表は大学や

一般の審査員、高校生らとのディスカッ

ションの機会となり、各班の研究の参考

となることがわかった。今後も学びの場

としていきたいが、より多くの研究で受

賞を目指していきたい。 

■地域に向けた研究成果報告等により研究

成果の普及を行った。 

■天草サイエンスアカデミーの需要はさら

に高まっている。また、実施者の主体的な

活動に対する意識向上が見られた。 

■海外研修により、英語に対する意識が向

上し、世界視野での貢献に対する意識向

上が見られた。 

 

（５） 校内における SSHの組織的推進体制  

 
 

 

 

 

 

（６） 研究開発実施上の課題及び今後の研究 

開発の方向・成果の普及 

＜課題＞ 

  ■研究者から学ぶ取組は、外部講師選定が

ポイントであるが、連絡・調整に時間がか

かり、未だに課題が残った。高大接続の中

の大学実習は、学校行事の代休日(平日)

に行っているが、学校行事とできないか

も今後検討していくべき課題である。 

■3年目に入り、研究者として活動する取組

は国内外を問わず、多岐にわたるように

なってきた。複数の外部発表の機会に参

加した生徒の変容調査を行う必要がある。

また、地域との共創に関しても、地元企業

だけでなく、近隣校との交流も開始した

ため、業務の精選が課題となってきた。天

草サイエンスアカデミーは、生徒の企画

段階で、実験の安全性を教授する仕組み

が必要となってきた。海外研修は、マラヤ

大学の工学部内に、様々な学科があるた

め、連携を広げていくかどうかを検討す

ることと、天草サイエンスアカデミーと

同じ取り組みが海外でできないかという

ことの検討が必要である。 

＜今後の研究開発の方向性＞ 

  ■研究者から学ぶ取組は、次年度以降も生

徒の変容調査及び課題研究に活かすこと

につながるかという 2 つの視点を軸に研

究開発したいと考える。また、大学での

実験実習までの流れを構築し、スムーズ

に運営できるよう改善する。 

 ■研究者として活動する取組は、今後も地

域貢献ができる研究活動になっているか

と、成果の普及は十分であるかといった 2

つの視点を軸として研究開発を行う。ま

た、企業だけでなく、近隣校との共同研究

の可能性を模索する。世界に飛躍する人

材育成になっているのかを継続調査する。 

＜成果の普及＞ 

■今まで実施してきた普及活動を継続する。

また、科学部海水準班の普及活動をモデ

ルとし、様々な研究成果を地域に向けて

発信する。小中学生に対して、天草サイエ

ンスアカデミーが定着してきたので、更

なる参加者拡大に向けて発信を継続する。

天草市政便りや、天草ケーブルテレビ、新

聞記事等の外部メディアも活用する。 

別紙様式 学校番号（２６）
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2 0,2
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1 1
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1 1 1 1

33 32 32 33 32 32 33 32 97 97 99 97

1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 3

1 1 1 1 1 2 2 2

34 34 34 34 34 34 34 34 102 102 102 102
※は学校設定科目
・１年次の数学は数学Ⅰを履修した後に数学Ⅱを、２年次の理科は化学基礎を履修した後に化学を履修する。
・２年ＡＳコースの共通教科「情報」科目「社会と情報」１単位は、学校設定科目「天草サイエンスⅡ」１単位で代替する。
・１年次の「総合的な探究の時間」１単位は「天草サイエンスⅠ」１単位で、２年次ＡＳコースの「総合的な探究の時間」１単位は「天草サイエンスⅡ」
　１単位で、３年次ＡＳコースの「総合的な探究の時間」各１単位は「天草サイエンスⅢ」１単位で代替する。

合　　　　　計

各学科共通教科計

特別活動 ホームルーム活動

総　　合 求学志成 3～6

※天草サイエンスⅢ 1

※数科学探究Ⅰ 1

ｌｐ目数科学探究Ⅱ 1

情
報

社 会 と 情 報 2

情 報 の 科 学 2

※
Ｓ
Ｓ
Ｈ

※天草サイエンスⅠ 2

※天草サイエンスⅡ 2

外
 

国
 

語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語基礎 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

家
庭

家 庭 基 礎 2

家 庭 総 合 4

生 活 ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 4

4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

英 語 会 話 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

芸
 
 
 

術

音 楽 Ⅰ 2

音 楽 Ⅱ 2

音 楽 Ⅲ 2

美 術 Ⅰ 2

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅲ 2

※ 実 践 地 学 基 礎 2
保
健
体
育

体 育 7～8

保 健 2

2

美 術 Ⅲ 2

地 学 4

化 学 基 礎 2

化 学 4

生 物 基 礎 2

※ 実 践 生 物 基 礎 2

2

数 学 活 用 2

理
 
 
 

科

科学と人間生活 2

物 理 基 礎 2

物 理 4

数
 
 

学

数 学 Ⅰ 3

数 学 Ⅱ 4

数 学 Ⅲ 5

数 学 Ａ 2

数 学 Ｂ

生 物 4

地 学 基 礎 2

公
民

現 代 社 会 2

倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

地
理
歴
史

日 本 史 Ａ 2

日 本 史 Ｂ 4

地 理 Ａ 2

2

古 典 Ｂ 4

世 界 史 Ａ 2

世 界 史 Ｂ 4

地 理 Ｂ 4

理２教
科

国
語

国 語 総 合 4

国 語 表 現 3

現 代 文 Ａ 2

現 代 文 Ｂ

理１ ＡＳ 理２ 文 理１ ＡＳ
類型（コース）

全 文 理 ＡＳ 文

4

古 典 Ａ

　　平成３１年度　教育課程表  　　　　　                                                         　　　　　　　　　　　　熊本県立天草高等学校　全日制

学　　　　科 普　　　　　　　　　　通　　　　　　　　　　科
入　学　年　度 平　成　３１ 年　度　入　学

平成３１年度現在の学年（○印） Ⅱ Ⅲ 計
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２ 第 4回及び第 5回運営指導委員会議事録 

第 4回運営指導委員会 議事録 
１ 期日：平成 31年 2月 27日(水) 12:40～13:40 
２ 場所：天草市民センター第 1会議室 
３ 出席者 科学技術振興機構鈴木主任調査員 

運営指導委員 9名、熊本県教育庁関職員 
      天草高校関係職員 
４ 議事 
【開会：県教育委員会・指定校校長挨拶】 
那須 ７月の委員会の意見を踏まえ、世界に飛躍する人材

育成の取り組みをしている。新聞記事でも取り上げ

られている。また、県内での合同発表会でも成果を

発表した。他校を牽引する天草高校の活躍を期待し

ている。来年度は中間報告がある。今回の議事内容

を３年目の取組に反映させたい。また、理数教育の

支援をお願いしたい。 
平田 口頭発表でもご意見ありがたい。SSHの取り組みは

意義が大きく、魅力を感じている。ノーベル賞本庶

先生が言われたが、科学は好奇心が大切。来年の中

間報告に向けていきたい。 
【天草高校からの説明】※進行 市川委員長 
井上 朝の概要説明では成果を主に報告した。課題は、自

然科学アンケートで、１年生は下がる傾向にあるこ

と。ルーブリック評価は上がっているが、自然科学

アンケートは発表以外は 0.1~0.5下がっている。 
数科学探究Ⅱでは、数学の課題研究を行いたい。 
来年度予算減の可能性があり、関西研修、海外研修、 
他の研修の精選が必要。ASⅡは多くの発表を通し 
て表現力が上がっている。 

渡邉 自然科学アンケートの項目内容は？ 
井上 理科や数学の興味関心などを自己評価の４段階評

価で取っている。 
市川 平均で 0.1下がっている？ 
井上 項目ごとに見ると、下がってから上がることもある。

下がって横ばいもある。 
渡邉 アンケートが５０項目ある。試験後は下がったりな

どいつ行うかで上下する。生徒の回答は全体のこと

を問うているので、４月から１０月へ下がって、そ

のまま維持する。ASⅠと通常の授業の在り方の関係
性が大事。また、中学と高校の学習にギャップがあ

る。４月は中学のイメージでアンケートをかき、１

０月は高校のイメージで答えている。  
橘  １回目はよくわからないままアンケートに答える。

田丸 ２回目はアンケートの内容が分かるから、より真摯       
に答え厳しく答えているかもしれない。ASのこと
が分かればわかるほど、自分ができないことも見

えてくるから、自己評価が厳しくなっているので

は。 
田口 他校もアンケートが下がっているのであれば今の

議論が当たっているかわかる。 
市川 数科学探究について詳しく。 
松田 数科学探究について２年理系と ASクラスで行って

いる。数Ⅲを取る生徒に対して指導している。地域

課題を解決することも目的にしている。数科学探究

Ⅰでは、天草の避難場所など、教員からサンプルを

出していた数科学探究Ⅱでは、ネタを自分たちで見

つけ、解決策を考えることをしたい。 
市川 そのようなネタは、大学生でもインターネットで探    
   す。避難所を地域課題に結びつけるのは素晴らしい。 
渡邉 コンピュータ等を使うことをできますかという項

目が伸びている。日常の事象を数値化するなど、モ

デル化も上がっている。しかし、思考と推論が上が

っていない。発表を聞いて思ったが、データがどの

ような意味を持つのかやデータの読み取り、データ

の作成、これが地域課題につながるとよりよくなる。 
市川 データの解釈を深める際にも、地域課題にするとよ

い。 
田口 天草の人口ピラミッドは、２０４５年までの予測が

出ている。このグラフから何が読み取れるのか。ど

うすれば変化するのか。人口減少高齢化は何を根拠

に予測されるのか。１９歳以下が少ない。９０歳以

上の女性が多いなどはどうか。 
橘  市役所などからデータの読み方の話をしてもらう。

行政にも関連できる。 
草積 連続講義の中で、データを基に予想されることを話

しができる。 
市川 実感のないときに聞いてもピンとこない。実際に数

値を使って情報が集まってから上のデータの話を

してもらった方が納得できる。企業の目から見てど

うか。 
渥美 実験の値が本当正しいのかを疑う。バラつきを統計

処理する。先生と生徒の議論も大事になってくる。 
市川 人材育成について、ASⅡは発表機会を多くしている。

今日の発表も２年生は上手い。海外研修は必須か。

何名行くのか。 
井上 １０名参加。 
橘  スカイプで国内・国外とつながるのは？ 
井上 今年の海外研修で国内から天草の紹介と１グルー

プ研究発表を行った。 
渡邉 ２年生の経験値が上がった。海外に行くことで、人

と関わり合って学ぶ。続けてほしい。最後は地域に

還元できるか。子どもたちだけでなく地域の他の人

にも広めていく。 
市川 海外から来たら宿泊施設はあるのか？民泊とか。 
井上 土坪高校が国際交流で来校した際には、学校の宿泊

施設や交流生徒の家に宿泊している。 
釜賀 関西か福岡研修で申請している。福岡研修も案のう

ち。デンソーの北九州など、研修地の視野を広げる。 

科学技術を身近に感じられるところは他にある。 
市川 他の SSH 高のやり方は？評価の客観性が大事。生

徒の力が図れるようなテストを作るなど。 
渡邉 数値も大事だが子供の学びを見る。プレゼンテーシ

ョン資料の推移をみることや、習った言葉を使って

いるかを読み取る。また、プロセスを吟味すること

も忘れてはいけない。最後のアンケートで結果を取

るのではなく、抽出して生徒をピックアップして評
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価するのがいい。平均値ではなく、個を抽出して評

価する。 
田丸 来年度はデータ処理を充実させるなど、目標設定を

もって指導を行う。今回の発表であれば、天草の看

護師の適正人数を算出するなど。天高から何人看護

師になれば維持できるのか。 
渥美 発表がまとまりすぎている。１年生だったら個々の

考えを反映した発表がいい。形にこだわらずに発表

する方が有効と感じた。 
市川 昨年より確実に進んでいる。熊本県内の SSH と情

報交換しながら進めてほしい。 
【まとめ】 
平田 授業全体の取組の改善やデータの読み取りの指導、 

SSHを地域に活かすこと。評価について。３年目
は、進路にも生かしたい。 

那須 有意義だった。３年目の中間報告が大きな山場。県

の合同発表会 SSH、SGH、SPHスーパーグローカ
ルもある。今後も、強みを生かしてほしい。 

 
第 5回運営指導委員会 議事録 
１ 期日：令和元年 7月 19日(水) 14:00～15:00 
２ 場所：天草市民センター和室 
３ 出席者 運営指導委員 7名、熊本県教育庁関職員 
      天草高校関係職員 
４ 議事 
【開会：県教育委員会・指定校校長挨拶】 
前田 昨年度まで、天草高校の教頭として関わっていた。

中間評価があるが、それを想定した意見交換ができ

ればいい。天草高校の自己評価表に基づいて中間評

価を想定したものができればよい。 
平田 ３年生が発表した。人材育成等に向け、それぞれの

学年、学校全体で評価、表現力の改善、英語力の育

成、進路面での実績に取り組んでいる。今回の発表

が起業と結びつけばなおよい。科学部が世界大会出

場。今年は、質疑も生徒だけで行えた。できなかっ

た質問はこの回でしていただければ。 
市川 中間評価を控えて、主に自己評価表から説明を。 
井上 高校教育課から昨年度のフォームをいただいて、研

究部でまとめた。９月頃に書式がきて仕上げる。 
・進捗状況についての説明 
・課題研究についての説明 
・授業改革についての説明 
・数科学探究についての説明 
・大学との連携についての説明 
・関西研修やマレーシア海外研修についての説明 
・普及についての説明 
・評価についての説明 

  ・地域との共創についての説明 
・近隣校との連携についての説明 

田丸 中間評価の素案を 10 月までに作り上げる。必要な
データが不足していれば、情報をどうやったらとれ

るか考える。成果と課題の部分は、データを添えて

示してほしい。学生のアクティビティ上昇も重要で、

全会議に参加している運営指導委員が評価したら

いいのではないか。テーマ設定材料の扱い、今後の

展開について具体的な展望があるか学生と運営指

導委員の意見を比較するとどうか。 
松元 発表が堂々としている。研究の中身についても、天

草の観光や産業についてテーマ設定している子が

多い。地元密着の研究が天高の売りではないか。 
渡邊 AS を始めたときより高まったか。問を設定する力

はついたか。データを収集する力はつきましたか。

プレゼン力は高まったかなどを問うとよい。探究す

るということをフローチャートで表現させるのも

効果的。そして、どんなところを改善したほうが良

いと思うかも問う。 
渥美 第1回運営指導委員会で天草のゲンジボタルの研究

発表を聞いた。それから比較してもプレゼンの能力

が伸びた。しかし、データ量に課題がある。結果が

イメージで終わっている。研究を進めている人たち

は、書いている以上にやっている。ただ、なんで結

論がいえるのかの質問に対して、生徒たちが自ら答

えていた。主体的に行っている様子がわかる。ポス

ターセッションの方法については改善がひつよう

ではないか。 
井上 赤潮班が神戸の SSH生徒研究発表会に行く。ASの

授業でやってきた内容を、神戸で発表する。 
渥美 教師が指導しているのか。 
宮崎 教師と進捗状況の確認などを行い、データは水産研

究センターの方に頂いている。後は、データの考察

など、自ら勉強して進んでいる。 
井上 データの取り扱いについても指導が必要。はずれ値

を除外するほうが効果があるなど、膨大なデータを

どう扱うのかなどを教えたい。 
赤池 非常に問題の設定等、引き付ける内容であった。着

眼点もよい。その中で、問題をどう捉え、解決して

いくかについて、研究成果をもっと知りたい。また、

起業化につながるテーマもあった。記者としても高

校生が取り組んでいる内容なので、記事にしたい。 
田口 口頭発表が楽しかった。高校生自身も楽しんでいた

からではないか。今回、運営指導員が質問しなかっ

たのは初めて。成長ではないか。これを質問しよう

考えていたことが、質問ででたことで、とてもうれ

しかった。先生方へのアンケート、保護者、地域の

方へのアンケートで、天草高校の生徒が変わってき

ているとわかれば良いと思う。 
田丸 今日、最初に発表されていたときに、ASⅡⅢは合同

でやっていると伺ったが。 
井上 時間帯を 1時間重ねている。継続研究も、そのまま

ではなく、発展できるように促している。 
田丸 ASⅠⅡⅢで同じテーマを同時進行しても面白いと

思った。そこで技術の伝承ができる。ASⅡの研究が
進んだら、大学との連携も積極的に行ってほしい。 

渡邉 全体的に、すごくレベルアップした。探究のレベル

が確実に上がってきている。 
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価するのがいい。平均値ではなく、個を抽出して評

価する。 
田丸 来年度はデータ処理を充実させるなど、目標設定を

もって指導を行う。今回の発表であれば、天草の看

護師の適正人数を算出するなど。天高から何人看護

師になれば維持できるのか。 
渥美 発表がまとまりすぎている。１年生だったら個々の

考えを反映した発表がいい。形にこだわらずに発表

する方が有効と感じた。 
市川 昨年より確実に進んでいる。熊本県内の SSH と情

報交換しながら進めてほしい。 
【まとめ】 
平田 授業全体の取組の改善やデータの読み取りの指導、 

SSHを地域に活かすこと。評価について。３年目
は、進路にも生かしたい。 

那須 有意義だった。３年目の中間報告が大きな山場。県

の合同発表会 SSH、SGH、SPHスーパーグローカ
ルもある。今後も、強みを生かしてほしい。 

 
第 5回運営指導委員会 議事録 
１ 期日：令和元年 7月 19日(水) 14:00～15:00 
２ 場所：天草市民センター和室 
３ 出席者 運営指導委員 7名、熊本県教育庁関職員 
      天草高校関係職員 
４ 議事 
【開会：県教育委員会・指定校校長挨拶】 
前田 昨年度まで、天草高校の教頭として関わっていた。

中間評価があるが、それを想定した意見交換ができ

ればいい。天草高校の自己評価表に基づいて中間評

価を想定したものができればよい。 
平田 ３年生が発表した。人材育成等に向け、それぞれの

学年、学校全体で評価、表現力の改善、英語力の育

成、進路面での実績に取り組んでいる。今回の発表

が起業と結びつけばなおよい。科学部が世界大会出

場。今年は、質疑も生徒だけで行えた。できなかっ

た質問はこの回でしていただければ。 
市川 中間評価を控えて、主に自己評価表から説明を。 
井上 高校教育課から昨年度のフォームをいただいて、研

究部でまとめた。９月頃に書式がきて仕上げる。 
・進捗状況についての説明 
・課題研究についての説明 
・授業改革についての説明 
・数科学探究についての説明 
・大学との連携についての説明 
・関西研修やマレーシア海外研修についての説明 
・普及についての説明 
・評価についての説明 

  ・地域との共創についての説明 
・近隣校との連携についての説明 

田丸 中間評価の素案を 10 月までに作り上げる。必要な
データが不足していれば、情報をどうやったらとれ

るか考える。成果と課題の部分は、データを添えて

示してほしい。学生のアクティビティ上昇も重要で、

全会議に参加している運営指導委員が評価したら

いいのではないか。テーマ設定材料の扱い、今後の

展開について具体的な展望があるか学生と運営指

導委員の意見を比較するとどうか。 
松元 発表が堂々としている。研究の中身についても、天

草の観光や産業についてテーマ設定している子が

多い。地元密着の研究が天高の売りではないか。 
渡邊 AS を始めたときより高まったか。問を設定する力

はついたか。データを収集する力はつきましたか。

プレゼン力は高まったかなどを問うとよい。探究す

るということをフローチャートで表現させるのも

効果的。そして、どんなところを改善したほうが良

いと思うかも問う。 
渥美 第1回運営指導委員会で天草のゲンジボタルの研究

発表を聞いた。それから比較してもプレゼンの能力

が伸びた。しかし、データ量に課題がある。結果が

イメージで終わっている。研究を進めている人たち

は、書いている以上にやっている。ただ、なんで結

論がいえるのかの質問に対して、生徒たちが自ら答

えていた。主体的に行っている様子がわかる。ポス

ターセッションの方法については改善がひつよう

ではないか。 
井上 赤潮班が神戸の SSH生徒研究発表会に行く。ASの

授業でやってきた内容を、神戸で発表する。 
渥美 教師が指導しているのか。 
宮崎 教師と進捗状況の確認などを行い、データは水産研

究センターの方に頂いている。後は、データの考察

など、自ら勉強して進んでいる。 
井上 データの取り扱いについても指導が必要。はずれ値

を除外するほうが効果があるなど、膨大なデータを

どう扱うのかなどを教えたい。 
赤池 非常に問題の設定等、引き付ける内容であった。着

眼点もよい。その中で、問題をどう捉え、解決して

いくかについて、研究成果をもっと知りたい。また、

起業化につながるテーマもあった。記者としても高

校生が取り組んでいる内容なので、記事にしたい。 
田口 口頭発表が楽しかった。高校生自身も楽しんでいた

からではないか。今回、運営指導員が質問しなかっ

たのは初めて。成長ではないか。これを質問しよう

考えていたことが、質問ででたことで、とてもうれ

しかった。先生方へのアンケート、保護者、地域の

方へのアンケートで、天草高校の生徒が変わってき

ているとわかれば良いと思う。 
田丸 今日、最初に発表されていたときに、ASⅡⅢは合同

でやっていると伺ったが。 
井上 時間帯を 1時間重ねている。継続研究も、そのまま

ではなく、発展できるように促している。 
田丸 ASⅠⅡⅢで同じテーマを同時進行しても面白いと

思った。そこで技術の伝承ができる。ASⅡの研究が
進んだら、大学との連携も積極的に行ってほしい。 

渡邉 全体的に、すごくレベルアップした。探究のレベル

が確実に上がってきている。 

Q2:今年度のＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q3:SSH事業に携わりましたか

Q4:SSH事業成果の広報に有効であると思うもの（※複数選択可）

RR0011年年度度　　職職員員にによよるる天天草草高高校校SSSSHH意意識識調調査査アアンンケケーートト集集計計結結果果
Q1:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか R01.2月実施

※学年所属なしの先生方の回答は、
全体集計に含められています。

61.5

38.5

38.5

89.7

61.5

38.5

30.8

71.4

35.7

21.4

100

64.3

28.6

28.6

50

20

50

100

40

30

30

62.5

37.5

50

75

62.5

50

50

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0

学校の説明

生徒の説明

SSH通信
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SNSによる発信

全体 1学年職員 2学年職員 3学年職員

SSH事業も多種多様

となったため、周知が

難しくなっています。

特に、外部発表に関す

る取組の周知を徹底し

ていきたいと思いま

す。

研究成果の広報はSSH事業に含まれます。ホー

ムページを、ほぼ毎日更新しました。また、科

学部海水準班の世界大会進出や、天草サイエン

スアカデミー等、昨年度よりも多く新聞記事に

取り上げられました。外部に発信することで、

生徒・職員の思考が外向きに代わり、地域に対

する貢献もできると考えます。
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携わった 携わっていない

昨年度同様の数値結果

でした。3年目なの

で、100%と行きた

かったところですが、

これは、ASⅡとASⅢ

を同時間帯に実施し、

担当者もテーマごと

に、同じとしたためで

す。

Q5:生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか

Q6:生徒の科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか

Q7:天草高校ＳＳＨ事業に求めること

Q8:SSHが指導力向上に役立つと思いますか
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理科や数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義や講演会

大学や研究所、企業などでの体験学習

地域課題を解決するための課題研究

自然科学系コンテストへの参加

人文科学系コンテストへの参加

プレゼンテーション能力育成

英語で発表する能力を高める学習

他校との交流

海外の生徒との交流

海外の生徒との共同研究

海外の大学や研究所などの訪問

国際学会やシンポジウムへの参加

全体 1学年職員 2学年職員 3学年職員

今年度、授業改革や課題研究

の指導法という職員研修を実

施しました。探究の視点を全

職員が共有し、全教科を通し

て指導することを今後も周知

していきたいと思います。

SSH事業が生徒の役に

立っているかという問

いです。

質問は変えず、回答項

目を変更しています。

SSH事業を通して、科

学技術への関心が高

まっていると感じるよ

うです。

1年生の学習意欲向上

に課題が残りました。

黄色のグラフに着目してくださ

い。3学年の先生方からの回答で

す。昨年同様、体験学習や課題

研究、外部発表の機会など、生

徒の活動の場が多くあることを

求めるといった回答となってい

ます。やはり、受験期にも、そ

のような力が求められているこ

とが分かります。

また、他校生徒の交流は、今後

も事業の中に取り入れ、継続し

ていきたいと思います。
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大変思う 思う 少し思う 思わない

Q3:今年度実施・参加したＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q4:天草高校のSSH事業を知ったきっかけは何ですか（※複数選択可）

Q1:天草高校がＳＳＨの指定校であることを知っていますか Q2:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか

RR0011年年度度　　保保護護者者にによよるる天天草草高高校校SSSSHH意意識識調調査査アアンンケケーートト集集計計結結果果

Q1・2は、昨年度通り結果であった。

研究開発課題を「「地地域域をを探探究究すするる」」「「多多様様なな

能能力力育育成成」」「「世世界界にに飛飛躍躍すするる」」といった3つ

の項目に分けて発信を継続したいと思いま

す。

また、2年ASクラスは、ほとんどのSSH事

業に参加しますので、保護者の認知度も高く

なっています。

アンケートにある項目を見て初めて知った事

業も多かったかと思います。

気になるものは、ホームページで閲覧可能で

すので、ぜひご覧ください。
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全体 1年 2年文系 2年理系

2年AS 3年文系 3年理系 3年AS

2年ASクラスの生徒が保護者の方に説明を、頻繁に

していることが分かります。

また、SSH通信やホームページの更新も広報に、

年々役立っている結果となりました。

3年文系保護者の新聞記事に関する項目が大きく伸び

ています。今年度は科学部海水準班の世界大会進出

や、研究成果発表会の地域への広報、天草サイエン

スアカデミー、天草宝島起業塾等が大きく取り上げ

られました。

また、天草ケーブルテレビでは、研究成果発表会の

放映の他に、世界大会の特別番組を放映して頂きま

した。

Q5:お子様の科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか

Q6:お子様の科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか

Q7:天草高校ＳＳＨ事業に求めること

Q5とQ6ともに、回答項目を変更しま

した。

「やや向上した」という回答項目を

「あまり向上しなかった」に変更し、

「効果がなかった」という回答項目を

「全く向上しなかった」に変更しまし

た。

SSH事業に多く参加している生徒は、

保護者の方から見ても科学技術に関す

る関心等が高まったと感じられるよう

です。

今後も、特別講演会や天高総合大学

等、全ての生徒が体験できるプログラ

ムを、よりよく構築していきたいと考

えます。

回回答答のの御御協協力力あありりががととううごござざいいままししたた。。
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理科や数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義や講演会

大学や研究所、企業などでの体験学

習

地域課題を解決するための課題研究

自然科学系コンテストへの参加

人文科学系コンテストへの参加

プレゼンテーション能力育成

英語で発表する能力を高める学習

他校との交流

海外の生徒との交流

海外の生徒との共同研究

海外の大学や研究所などの訪問

国際学会やシンポジウムへの参加

全体 1年 2年文系 2年理系 2年AS 3年文系 3年理系 3年AS

少し見にくいグラフとな

りましたが、講演会や体

験学習、プレゼン力育成

といった項目が、総じて

求められていることがわ

かります。

これは、昨年同様の傾向

です。

海外の生徒との交流は、

マレーシア海外研修を行

うASクラスだけでな

く、3年文系保護者の数

値も高くなっています。

海外の生徒との交流は、

土坪高校生徒とのSkype

交流がありますので、今

後も継続したいと思いま

す。
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